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◎できること、興味など

Linux(Ubuntu)、Bash、ShellScript、PHP、JavaScript、
PostgreSQL、Apache、Postfix など
アマチュア無線（3級）…電波出すべく開局申請中。

電子工作…ギターエフェクター(ファズ)作成中。
Pleasanter…担当大臣(?)として、社内業務効率化を推進。



AI IoT Robotis Automotive部会のご紹介



AIR部会の概要

(1)目的
IoT/組込み分野で使用されるオープンソース・ソフトウェア(OSS)の情報を収集し、それらの特徴に
ついて議論したうえで整理&共有する。
また、当該分野におけるOSSの普及・利用の促進を行う。

(2)参加対象
IoT/組込み分野のOSSに興味がある人 

(3)活動内容
組込み分野でのOSS応用について、調査・議論する。 

(4)活動周期
二ヶ月に一回、都内で部会を開催

(5)メリット＆成果物
・組込み分野でのOSS活用技術及び動向に関する最新情報が入手できる。
・オープンソースの組み込みCPUやFPGA技術について、最新情報を共有できる。
・部会での調査、議論結果を成果物として展開する。
・AIR部会主催のセミナー実施をする。
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名刺基板とは、その名の通り
「プリント基板」で作成した名刺です！

1. 名刺基板とは



※完成イメージ



それではさっそく、作成手順について説明していきます！
まずは元となるデザインの画像データを作成します。

なおデザインの詳細な作成手順については、今回は説明を省かせていただきますので
ご了承ください。

2. 名刺画像データの作成手順



画像作成用のソフトウェアについては、本資料では「GIMP」を使用します。
他にも「Photoshop」や「ペイント」も使用可能です。
 (GIMPのダウンロードはこちら：https://www.gimp.org/downloads/ )



ソフトを起動し、画像サイズを設定します。名刺のサイズは「91×55mm」で
すので、画像データもこのサイズに合わせます。(GIMPでは自動で
91.02×55.03となりますが、問題ありません。



名刺基板は両面基板となっているため、表面と裏面のそれぞれのデザイ
ンを作ります。
 なお、裏面に文字を含む場合は左右を反転させる必要があるため、水平
反転させます。

水平反転



デザインが完成したら、画像をbmp(ビットマップ)形式で出力します。
GIMPの場合、左上の「ファイル」→「エクスポート」→以下のように拡張子
を.bmpとする→最後に「エクスポート」を押下すれば完了です。
 同様の手順で、表裏の両面ともに出力します。



次に、作成したデータを"KiCad"で読み込める形式へ変換していきます。
デザインが固まってしまえば、ここからはそこまで複雑な作業はありません。

3. データ変換



まずは"kicad_mod"形式の変換を行います。

3.1 基板レイアウトへの変換



KiCad(7.0)を起動し「イメージ コンバーター」を選択します。
 (KiCadのインストールはこちらから：Download | KiCad EDA)

https://www.kicad.org/download/


「元の画像をロード」を押下します。



先ほど作成した画像を選択すると、以下のように表示されま
す。このとき、出力サイズがおよそ91mm×55mmとなってい
ることを確認します。



「モノクロ閾値」を任意の値に調整します。

※この時に文字や線が消えている、かすれている等がある場合は、実際の基板にもデザインが正常に
反映されない可能性が高いです。再度画像編集ソフトを開き、デザインの変更を行ってください。



「ネガ」を選択すると、画像の白黒が反転します。好みにより任意の設定
を選択してください。今回の製作方法では黒い箇所が銅箔、白い箇所が
レジストとなります。

銅箔

レジスト(緑色の部分)



「デザインが決定したら「フットプリント(kicad_modファイル)」にチェックを入れ
「ファイルにエクスポート」を押下します。



任意のフォルダに保存して、変換完了です。
左上の「ファイル」→「開く」を選択し、裏面の画像を選択した後、3～6
の手順で同様に変換します。



まずは"kicad_mod"形式の変換を行います。
先ほど出力したデータは、その割り当てが「表面層シルク」となっています。
しかし今回は、マスク層にデータを割り当てるため、先ほど出力した「kicad_mod形式」
のデータの中身を修正します。

3.2 レイヤーデータ修正



先ほど出力した「kicad_mod」形式のデータをテキストエディタで開きます。
テキストエディタの指定はありませんが、文字の置換機能を搭載してい
るソフトで開いてください。ここでは例として「メモ帳」を使用します。



内容が表示されたら、Ctrl+Fキーで検索窓を表示させます。



以下の「置換オプションを開く」を押下します。



表面の場合、以下のように"F.SilkS"を"F.Mask"へすべて置換します。
裏面の場合、"F.SilkS"を"B.Mask"へすべて置換します。



表面・裏面問わず4行目、8行目はF.SilkSに戻します。



ここからは、いよいよKiCadを用いて基板の設計を行っていきます！
ここまでの下準備が完了していれば、操作はさほど難しくありません。

4. 名刺基板の設計



まずはKiCad内でプロジェクトを作成し、作成したKiCad_modファイルを格納します。

4.1 事前設定



KiCadを開き、「ファイル」→「新規プロジェクト」からプロジェクトを作成します。



以下からプロジェクトのディレクトリを開き、先ほど作成したkicad_modファイ
ルを格納します。



以下のようにkicad_modファイルが格納されていることを確認します。



名刺の外枠となる部分を設計します。

4.2 基板サイズの設定



以下からPCBエディターを開きます。



起動したら、Edge.Cutsを押下して選択します。



「線を描画」を選択し、グリッドのサイズを1mmにします。



55mm×91mmの長方形を作ります。



作成した枠の中に、名刺のデザインを挿入していきます。

4.3 データ取り込み



「設定」→「フットプリント ライブラリを管理」を押下します。



「プロジェクト固有ライブラリ」タブへ移動し、フォルダアイコンを押下します。



作成したkicad_modファイルが保存されているフォルダへ移動し、「フォルダ－の選択」
 を押下します。設定が完了したら「OK」を押下します。



「フットプリントを追加」を選択します。



追加した、表面のkicad_modファイルを選択します。



作成した表面のデータであることを確認し、枠の中
心にドラックしてクリックします。



↑(ポインタのアイコン)を押下し、中心に表示され
ている"G***"をクリックします。

※マウスホイールで拡大縮小、右クリック+ドラッグで表示位置の移動ができます。



右クリックし「プロパティ」を押下します。



「表示」のチェックを外し「OK」を押下します。



"G***"が表示されていないことを確認したら、再度「フットプリントを追加」
を押下し、裏面を表面に重ねて配置します。



↑(ポインタのアイコン)を押下し、赤枠内で右クリックしたのち、
「1 フットプリントG***」(裏面が濃く表示される番号)を選択します。



メニューが表示されるので「プロパティ」を選択します。



「表示」のチェックを外し「OK」を押下します。



G***が表示されていなければOKです！



最後に仕上げとして、ベタGNDを配置します。

4.4 ベタGND配置



「塗りつぶしゾーンを追加」を選択します。



右上のメニューから「F.Cu」を選択します。



赤枠の角で左クリックすると、メニューが表示されます。
"F.Cu"が選択されていることを確認し「OK」を押下します。



残りの角4つを左クリックし、塗りつぶします。



塗りつぶしが完了したら"B.Cu"を選択します。



先ほどと同様、赤枠の角を左クリックします。
"B.Cu"にチェックが入っていることを確認し「OK」を押下します。



表面と同様、角4つを左クリックして塗りつぶします。



以上で設計作業は完了です！
「表示」→「3Dビューアー」を選択し、仕上がりを確認してみましょう。



以上で設計作業は完了です！
「表示」→「3Dビューアー」を選択し、仕上がりを確認してみましょう。



ここまで完了したら、基板の発注を行っていきます。

5. 名刺基板の発注



まずは、発注を行うために必要な「ガーバーデータ」を出力します。

5.1 ガーバーデータ出力



先ほどのPCBエディターから「プロット」を選択します。



下記のように設定し「プロット」を押下します。

F.Cu,B.Cu,F.Mask,
B.Mask,Edge.Cuts

にチェックを入れます。

※ここにはチェックを入
れないでください！



PCBエディターを閉じ、以下のようなファイルが作成されている
ことを確認し「ガーバーデビューアー」を押下します。



「ファイル」→「自動検出されたファイルを開く」を選択します。



先ほど出力したデータを選択し「開く」を押下します。



チェックの有無を調整し、正常にデータが出力されていることを確認します。

※この時に文字や線が消えている、かすれている等がある場合は、実際の基板にもデザインが正常に
反映されない可能性が高いです。再度画像編集ソフトを開き、デザインの変更を行ってください。



データに問題がなければ、ガーバーデータを1つの
フォルダにまとめ、zip形式で圧縮します。



JLCPCBというサービスで、実際に基板の発注を行います。

5.2 JLCPCBでの発注



下記リンクからJLCPCBへアクセスします。
https://jlcpcb.com/

https://jlcpcb.com/


「サインイン」を押下します。



新規にアカウントを作成する場合「Sign up」を選択します。
「Sign in with Google」を選択すると、簡単にアカウントを作成できます。



「発注する」を押下します。



「ガーバーファイルを追加」を押下し、出力したzipフォルダを
選択します。



アップロードが完了したら、以下のようにビューが正常に出力
されていることを確認し「Gerber Viewer」を押下します。



データ・レイアウト等に問題がないか、最終確認をします。

※この時に文字や線が消えている、かすれている等がある場合は、実際の基板にもデザインが正常に
反映されない可能性が高いです。再度画像編集ソフトを開き、デザインの変更を行ってください。



発注の設定、オプション等を選択します。

基板の色です。
緑色以外は、若
干届くまでに日数
がかかります。

注文数です。

ハンダ付けするパッド
の処理方法です。試
作はHASL（有鉛はん
だ処理）で問題ありま

せん。



発注の設定、オプション等を選択します。値段を確認し、
問題なければ「カートに保存」を押下します。

オーダー番号です。
「マーク除去」にする
と印字されません。



①と表示されていることを確認し、カートのアイコンを
押下します。



内容を確認し「安全な決済」を押下します。



住所、輸送方法、支払方法等を入力していきます。

配送方法によって値段
が変わりますので、
注意してください！



全ての手続きが完了すると、以下のような認証メールが届きます。



このようにしっかりと包装されて届きました！私の場合は概ね到着予想
期間通りに届きました。 中国の春節や繁忙期は到着が遅れてしまうこと
もあるようですので、注意してください。



以上で全工程完了です。
参考サイトは以下のとおりです。

名刺基板のつくり方（Kicad）｜EMC村の民 (engineer-climb.com)
https://salicylic-acid3.hatenablog.com/entry/jlcpcb-order

参考資料

https://engineer-climb.com/business-card/
https://engineer-climb.com/business-card/
https://engineer-climb.com/business-card/
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https://salicylic-acid3.hatenablog.com/entry/jlcpcb-order
https://salicylic-acid3.hatenablog.com/entry/jlcpcb-order
https://salicylic-acid3.hatenablog.com/entry/jlcpcb-order
https://salicylic-acid3.hatenablog.com/entry/jlcpcb-order
https://salicylic-acid3.hatenablog.com/entry/jlcpcb-order


ご清聴いただきありがとうございました！
来年こそは・・・
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